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目的： 

胎盤重量/出生体重比（PW/BW 比）は、子宮内環境や胎盤機能の簡便な指標として用いられる。先行研究では PW/BW 比の異

常と母親の喫煙や肥満などとの関連が示されているが、妊娠中の血中脂質値の異常が PW/BW 比に及ぼす影響については知ら

れていないため、本研究で両者の関連について検討した。 

 

方法： 

エコチル調査に参加している母子のうち 81,781 人の単胎児とその母親を解析対象とした。妊娠初期から中期にかけて採取され

た母親の血液を用いて、血清総コレステロール、LDL コレステロール、HDL コレステロール値を測定し、それらと子どもの胎盤重

量および PW/BW 比との関連を、制限付き三次スプラインを用いた回帰分析により評価した。 

 

結果： 

母親の血中総コレステロール、LDL コレステロール値が高いことは、高胎盤重量および高 PW/BW 比、すなわち出生体重に対し

て胎盤が不適切に重いことと関連していた。HDL コレステロール低値も不適切に重い胎盤と関連していた。一方、総コレステロー

ル、LDL コレステロールが低いことは、低胎盤重量と低 PW/BW 比、すなわち出生体重に対して胎盤が不適切に軽いことと関連し

ていた。HDL コレステロール高値は PW/BW 比とは関連しなかった。これらの所見は、妊娠前の肥満度や妊娠中の体重増加、妊

娠合併症とは無関係であった。 

 

考察（研究の限界を含める）： 

母体の血中脂質の異常が胎盤機能に及ぼす因果関係を明らかにするためにはさらなる研究が必要であるが、本研究結果は母

体の脂質異常が子宮内環境を悪化させ、胎盤の形態学的変化を引き起こす可能性があることを示唆している。また、母体の血

中脂質値が適正範囲にあることをモニタリングすることの重要性も示唆された。研究の限界として、妊娠中の血中脂質の測定は

1 回のみであり、妊娠中の血中脂質値の変化を評価することができていないこと、胎盤重量の測定の仕方が施設間で異なる可能

性があること、などが挙げられる。 

 

結論： 

妊娠中の総コレステロール、LDL コレステロールの高値、HDL コレステロール低値は、高 PW/BW 比、すなわち胎盤重量が不適

切に重いことと関連していた。また、妊娠中の総コレステロールやＬＤＬコレステロールが低すぎる場合は、低 PW/BW 比、すなわ

ち胎盤重量が不適切に軽いことと関連していた。 

 


